
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年（令和６年）２月１日 

 

福山市神辺町川南 

３０８８－１ 
（℡９６３－４０５０） 

発行 神辺交流館 

✉kannabe-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp 

第１２号 

                                        【社会教育活動事業】 

                                       

と き  ２月７日（水）１３：３０～１６：００ 

ところ  神辺交流館 

講 師  福山ばら会 会員 

定 員  ２０人（先着順） 

材料費  ５００円（台木５本分） 

申込み  神辺交流館 ☎０８４－９６３－４０５０ 

２０２５年の世界バラ会議福山大会に

向けて廉塾バラでいっぱいにしよう。 

申込みは来館また

は電話で受付ます。 

<出前講座> 

お願い 

ご家庭に廉塾バラがある方は， 

２０２５年世界バラ会議福山大

会に向けて神辺駅周辺に展示し

たいので，神辺交流館までご連絡

ください。 

神辺学区まちづくり推進委員会 

神辺宿文化研究会 

と き  ３月１３日（水）１０：００～１１：３０ 

ところ  神辺交流館 第３研修室 

内 容  「写真集を作成」 
     スマホ内の写真で自分だけの写真集を作ろう 

と き  ２月１４日（水）１０：００～１１：３０ 

ところ  神辺交流館 第３研修室 

内 容  「スケジュール管理」 
     スマホをスケジュール帳として活用しよう  

 
講 師  ＢＩＮＧＯ ＮＥＴ（ビンゴネット） 

資料代  ７００円 

定 員  先着１０人（申込みが必要です） 

持参物  スマートフォン，筆記用具 

 

講 師  ＢＩＮＧＯ ＮＥＴ（ビンゴネット） 

資料代  ７００円 

定 員  先着１０人（申込みが必要です） 

持参物  スマートフォン，筆記用具 

 
申込み・問合せ 神辺交流館 ☎０８４－９６３－４０５０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<出前講座> 

１月１３日（土），講師に福山ばら会の皆さんをお招きし，接ぎ木講座を開催しました。 

バラの接ぎ木は，１月の大寒のころから２月の立春のころまでの休眠期に行います。３月に入

ると生育活動が盛んになるので困難になるそうです。寒い時期ですので冷え込みに注意してくだ

さいと，講師の方の説明を聞きながら皆さん 

熱心に接ぎ木の作業に取り組みました。 

能登半島地震の被災地へ義援金 

 

１月１日に発生した能登半島地震により，被

災された皆さまに心よりお見舞いを申しあげ

ます。 

神辺学区自主防災組織は，日本赤十字社を通

じて能登半島地震の被災地へ義援金１０万円

を寄付しました。私たちの小さな行動が，少し

でも被災された方々の支援に役立つことを願

っています。 

          <神辺学区自主防災組織

> 

 

 

 

 

 神辺交流館を利用されている団体・ 

サークルの皆さま，大掃除をしますの

でご協力をお願いいたします。 

 

と き  ３月２日（土） 

９：００～１時間程度 

ところ  神辺交流館 

持参物  雑巾・ゴム手袋など 

 

 江戸時代からの廉塾バラが今も継承さ

れている！何とすばらしい文化だろう

と，まず驚き桃の木・・・でした。 

接ぎ木の仕方をお聞きし，できるかな

と不安もありましたが，丁寧に教えて頂

き，初めての私でもできました。この廉

塾バラがまち中に広まっていったらいい

なあという思いが残りました。 

毎日「芽を出してね」と接ぎ木に声か

けしています。   大戸 由紀子 

  「廉塾バラ」って一体どんなバラなん

だろうと興味を持ち，参加しました。 

 講師の先生に教えていただき５鉢接

ぎ木バラができました。 

 花も葉も名前通りとてもやさしいた

たづまいのバラでした。芽が出るまでに

二週間と聞き，朝夕家の中で，場所を変

えながら初芽を心待ちにしています。 

まち一杯に廉塾バラが広がっていく

こともとても楽しみです。 

         永見 八千代 

 先生の実践通りに接ぎ木をしたが，難

しかったです。 

 やるたびに，バラの小枝も台木もだん

だん短くなり，仲間と「これでいいのか

な」「うまくいかないなあ」と悪戦苦闘し

ながら取り組みました。途中，桑田館長

が「やっているネ」と声をかけてくださ

ったり，先生の手伝いもあり，何とか最

後まで仕上げることができました。 

 「一本はつきますように」と願うばか

りです。      新貝 操 

「毎日の 暮らしの中に 生きる税」 


